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一般会計�

国民健康保険特別会計�

※　介護保険特別会計�

農業集落排水事業特別会計�

上水道事業会計(収益的支出）�

上水道事業会計(資本的支出）�

�

▲　653万6千円�

1,207万4千円�

124万3千円�

1,536万0千円�

▲　  52万2千円�

997万6千円�

�

48億8,577万1千円�

15億2,867万8千円�

　7億5,970万3千円�

　3億6,160万0千円�

　2億6,459万5千円�

　1億1,611万9千円�

●一般会計の主なものは、実績見込みや補助金等の交付決定に伴うもの、日本脳炎の予防接種委託料や道路�
　維持費の追加�
●国民健康保険特別会計の主なものは、退職者の増加、長期入院者・高額な医療費の増加見込み�
●介護保険特別会計の主なものは、要介護・要支援の方の住宅改修費等�
●農業集落排水事業特別会の主なものは、広馬場地区の補助事業の工事費増加�
●上水道事業会計の主なものは、消費税納税額の減額、高渋バイパス工事計画に伴う配水管布設工事費等�

会 計 名 � 補 正 額 � 補正後の予算額�

補正予算（全員賛成で可決） � ※印は賛成多数�

人事院勧告による期末手当の減額
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収
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９
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落
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一般会計�

公共下水道事業特別会計 �

農業集落排水事業特別会計�

学校給食事業特別会計�

上水道事業会計�

　　　　　0円�

▲12万5千円�

▲13万4千円�

▲  8万4千円�

▲30万3千円�

48億9,230万7千円�

　３億5,062万7千円�

　３億4,624万0千円�

　１億4,978万0千円�

　２億6,511万7千円�

●一般会計の補正額０円は、減額した分を財政調整基金に積み立てたため（618万5千円積立）   �
●上水道事業会計の補正後の予算額は、収益的支出の額        

会 計 名 � 補 正 額 � 補正後の予算額�

人事院勧告による補正予算（賛成多数で可決）� ▲は減額�
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催
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仁
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催
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榛東村農産物の日本の中央での促進現場


